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日本版主観的幸福感尺度（Subjective Happiness Scale: SHS）の

信頼性と妥当性の検討
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目的 本研究の目的は，日本版主観的幸福感尺度（Subjective Happiness Scale: SHS）の信頼性と

妥当性を検討することであった。

方法 日本版 SHS は 4 項目からなる尺度であり，翻訳およびバックトランスレーションを行

い，原著者による概念の同一の確認を受け，日本語版項目の作成を完成した。大学生364人
（男性158人，女性206人）を対象に質問紙調査を実施した。調査内容は，日本版 SHS, posi-
tive health のうち生活充実感の 5 項目，GHQ28項目，自尊感情尺度10項目であった。再テ

スト信頼性は 5 週間隔で行った。

結果 日本版 SHS の a 信頼性係数は.80から.84であり，内的整合性が高いと考えられた。再テ

スト信頼性については，5 週間隔において相関係数が.86であり，日本版 SHS の再現性は高

いことが示された。因子分析の結果から，SHS は 1 因子構造であることが示された。SHS
の得点が高いことが，positive health の質問項目，自尊感情の得点の高さに関連しているこ

とが明らかにされた。また，SHS が高い人は健康であり，特に，うつと負の相関関係にあ

ることが示された。

結論 以上の結果から，日本版 SHS 尺度は，再テスト信頼性，収束的妥当性，弁別的妥当性と

もに高いことが示唆された。
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